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T2 mapping の手法を用いて、ステロイド大量療法を施行した SLE患者における股関節軟骨の評価を行った。

健常ボランティアと大腿骨頭壊死発生有無により3群に分け、群間比較とT2値についての多変量解析を行った。

関節軟骨T2値は壊死発生の影響を受けず、骨密度の低下とステロイド投与の影響を認めた。 

 

 

1. 研究目的  

ステロイド関連大腿骨頭壊死症において股関節軟

骨変性は壊死領域の圧壊により生じると考えられてき

たが、我々は MRI を用いた定量評価から圧壊前にも

変性が生じているということを報告した。ステロイド大

量療法の軟骨変性への影響を評価するために本研

究を行なった。 

 

2. 研究方法 

 健常ボランティア、SLE に対してステロイド大量投与

を行い大腿骨頭壊死が発生した+ON 群、SLE に対し

てステロイド大量投与を行い大腿骨頭壊死が発生し

なかった-ON群について股関節MRI 撮像を行い 1)、

軟骨T2値の評価を行なった。各群間比較と、大腿骨

頭軟骨 T2 値に関与しうる因子について重回帰分析

を行なった。 

 

3. 研究結果 

 大腿骨頭軟骨はコントロールと比較して+ON 群、

-ON 群共に有意に延長し、臼蓋軟骨は-ON 群で有

意に延長した。重回帰分析の結果ステロイド大量投

与歴と骨密度が T2 値に有意に関与する因子として

採択された。 

 

4. 考察と結論 

 ステロイド投与は大腿骨頭の血流に関与することが

知られているが、軟骨代謝にも影響することが報告さ

れている。また、基礎実験より骨粗鬆症が軟骨変性に

関与するということも報告されている。本検討ではステ

ロイド大量療法を受けた SLE 患者において大腿骨頭

壊死発生の有無に関わらず軟骨変性が生じているこ

とが示唆され、ステロイド投与と骨密度低下が関与し

ている可能性が考えられた。 
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